
至 徳島 至 牟岐

至 徳島 至 牟岐

至 徳島 至 牟岐

側 面 図

平 面 図

ＮＴＴ

３８３７３５ ３６３３ ３４３１ ３２３０

荒井　忍

(φ600程度)

(富岡新橋本橋)

DL＝T.P-10.000

H.W.L＝T.P+4.927M M M M MF F F F F

側 面 図
(富岡新橋側歩道橋)

S=1:500

S=1:500

S=1:500

A1 P1 P2 P3 P4 A2

A1 P1 P2 P3 P4 A2

DL＝T.P-10.000

H.W.L＝T.P+4.927
F M F M F M F M F M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

補修項目(富岡新橋本橋)

対象箇所 対象部位 補　修　工　法 対象箇所

橋面工

上部工

対象部位 補　修　工　法

止水対策工伸縮装置

補修項目(富岡新橋側歩道橋)

カバープレート撤去
地覆

橋面工

上部工

伸縮装置

鋼材 全面塗装塗替え工

支承
支承防錆工

沓座モルタル打替え工

支承

支承防錆工

沓座モルタル打替え工

支承取替工

排水管取替工排水装置 排水管

ひびわれ補修工
地覆

断面修復工

伸縮装置取替工

断面修復工

当て板補修工主桁 部分塗装工主桁

取替工下横構

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

1:200

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）
阿南・宝田他 橋梁修繕工事

富岡新橋補修一般図

2%放物線勾配 2%放物線勾配

上流側

CLCL

下流側

（φ600程度）

S=1:50断 面 図

　　　断面修復工 　　　断面修復工

　　　断面修復工

　　　支承防錆工

NTTケーブル

富岡新橋補修一般図

1 12

実施設計図面

桑
野

川

橋  長  130000

1500

1
5
0

2
2
5
0

2
0

3
0
0

8
0
0
0

3
0
0

2
0

1
8
0
0

1
5
0

水管橋

550055005500

3
0
0
0

3
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

55005500

9
1
9
5

10
2480
20 20桁  長  25980 桁  長  25980 20 桁  長  25980 20 桁  長  25980 桁  長  2598020 20

2480
10

橋  長  130000

300 支間長  25400 600 支間長  25400 600 支間長  25400 600 支間長  25400 600 支間長  25400 300

8
7
0
0

550055005500

3
0
0
0

3
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

55005500

9
1
9
5

600 支間長  25400 600 支間長  25400 600600 支間長  25400支間長  25400300 支間長  25400 300

主桁：当て板補強工

地覆：カバープレート撤去，断面修復工

地覆：ひびわれ補修工，断面修復工，排水管：排水管補修工

支承防錆工

伸縮装置取替工

支承：支承防錆工，沓座モルタル打替え工

支承：支承取替工支承：支承取替工

支承：支承取替工支承：支承取替工

伸縮装置：止水対策工

地覆：カバープレート撤去，ひびわれ補修工，断面修復工，排水管：排水管補修工

橋 長 135000

下横構:取換工
主桁：部分塗装工

9
1
0
4

8
7
0
0

8
7
0
0

8
7
0
0

9
5
6
0

9
5
6
0

9
5
6
0

9
5
6
0

8
8
0
0

275425

150

2400

7
3

1
0
0

7
9
2

1700

1000475

1800

1950

150

475

1
0
0
6
8

7
0
0

2250

2x3150=6300 11501150

8600

400 4007800

アスファルト舗装　t=50mm

鉄筋コンクリート床版 t=180mm

2
2
0

2
2
0

1
3
5
0

9
4 水管橋1

1
01
1
0

地覆：カバープレート撤去 地覆：カバープレート撤去

地覆：ひびわれ補修工地覆：ひびわれ補修工

伸縮装置：止水対策工 伸縮装置：止水対策工伸縮装置：伸縮装置取替工

縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工

全面塗装塗替え工

支承：支承防錆工

支承：支承取替工
支承：支承防錆工

排水管：排水管取替工 排水管：排水管取替工下横構：取替工

施工延長 L=135.0m

施工延長 L=135.0m

施工延長 L=135.0m



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

当て板補修工 S=1:10
補修箇所数：1箇所

側 面 図 断 面 図

補修詳細図(その1)
<上部工：本橋,側道橋>

パテ材注入

部分塗装工 S=1:10
補修箇所数：2箇所

2

2

1 - 1 2 - 2

1

1

側 面 図 断 面 図
3 - 3 4 - 4

平 面 図
5 - 5

WEB STIFF

STIFFL-FLG

WEB

L-FLG

4

4

5 5 5 5

4

4

3

3

33

補修詳細図(その1)

2

至 徳島 至 牟岐

P1 P2 P3 P4A1 A2

位 置 図

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

4-PL 80x9x155(SS400)

4-T.C.B M22x65(S10T)

新設部材（1箇所当り）

下横構取換図 S=1:30

平 面 図

1-T 95x152x8x3600

補修箇所数：1箇所

12

部分塗装工

縦

(mm)

横

(mm)

面積

(m2)

箇所数

(箇所)
備 考 NET

100 300 0.124 WEB

200 300 0.122 L-FLG

面積合計 0.30

80 100 0.068 STIFF

1-T 95x152x8x3600

8-T.C.B M22x60(S10T)

新設部材

1-T 95x152x8x3600

8-リベット φ22

撤去部材

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

7
5

4
0

9 10 9

当て板

支点上補剛材
7
5

4
0

1
6

4
0

4040

80

1
5
5

支点上補剛材

2-φ26.5孔 2-φ26.5孔

3
0

1
5
5

4
0

不陸調整

H200x200x8x12

2
0
0

PL80x6x176

1
2

1
7
6

1
2

2
0
0

1
0
0

300

80 80

1
0
0

主桁塗装範囲 主桁塗装範囲

主桁塗装範囲主桁塗装範囲

主桁塗装範囲

主桁塗装範囲

300

100

10

100

桑
野

川

橋  長  130000

桁  長  26000桁  長  26000 桁  長  26000桁  長  26000 桁  長  26000

600 支間長  25400 600 支間長  25400 600600 支間長  25400支間長  25400300 支間長  25400 300

下横構:取換工 主桁：当て板補強工

主桁：部分塗装工

600

3
5
0

520

2
9
5

GUSSPL 600x350x9

GUSSPL 520x295x9



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

補修詳細図(その2)

補修詳細図(その2)

3

至 徳島 至 牟岐

P1 P2 P3 P4A1 A2

M F M F M F M F
F M

<支承補修工：本橋>

t=20mm
t=20mm

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

12

支承防錆工 S=1:5

平 面 図

正 面 図 側 面 図

支承形状図
N=30基

沓座モルタル打換工 S=1:5

平 面 図

正 面 図 側 面 図

支承形状図
N=15基

A2橋台

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

3 3

単位:基

A1橋台 - 3

補修箇所

3 3

合計

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

3 3

3 3

3 -

15 15

位 置 図

素地調整

下塗

中塗

下塗

上塗

塗装工程

RC-I

塗装系

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　　料　　名

140

170

240

240

 600

-

使用量
（g/m2）

1種

RC-I塗装系

塗装間隔

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

防食下地

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

橋  長  130000

桑
野

川

桁  長  26000桁  長  26000 桁  長  26000桁  長  26000 桁  長  26000

600 支間長  25400 600 支間長  25400 600600 支間長  25400支間長  25400300 支間長  25400 300

支承：沓座モルタル打替工

支承：沓座モルタル打替工

支承防錆工

3
2
1

660 360

3
6
0

660

チッピング
チッピング

無収縮モルタル

無収縮モルタル

無収縮モルタル

5
6
0

860

2
0

1
1
5

2
0

860 560

1
1
5

660 360

3
6
0

660



補修詳細図(その5)

補修詳細図(その5)

4

被覆面積=0.219m2/m

被覆面積=0.195m2/m

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

図示

阿南市宝田町川原他

12

上流側

CLCL

下流側

A

A A

A

地覆補修工 S=1:20
(歩道部カバープレート撤去)

表面被覆工詳細図 S=1:10

<橋面工：本橋,側道橋>

至 徳島 至 牟岐

A1 P1 P2 P3 P4 A2

断面修復工

コンクリート

(ポリマーセメントモルタル)

断面修復工

1

面積

(m2)

0.03

箇所

2 0.01

3 0.03

合 計 0.07

(エポキシ樹脂注入材3種)
(300mm Pich)

ひびわれ補修工

地覆

延長

(m)
箇所

合 計

60.12

60.12

注入工法詳細図

:断面修復工範囲

:ひび割れ補修工範囲

平 面 図 S=1:200

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

A - A

B - B

既設カバープレート撤去

清掃・脱脂

コンクリート表面被覆

施工フロー

検査・補完

清　　掃

躯体コンクリート

下地処理

エポキシ樹脂プライマー

エポキシ樹脂パテ材

柔軟形エポキシ樹脂中塗材

柔軟形ふっ素樹脂上塗材

100g/m2

＜標準使用量＞

300g/m2

260g/m2

120g/m2

阿南那賀川線(富岡新橋)

徳島県阿南県土整備事務

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

1000

1000

デッキプレート腐食部補修

カバープレート撤去

コンクリート表面被覆

デッキプレート腐食部補修

カバープレート撤去

コンクリート表面被覆

2
5
0

2
5
0

地覆

100 100

本橋橋長 130000

桑
野

川

600 支間長  25400 600 支間長  25400 600600 支間長  25400支間長  25400300 支間長  25400 300

下地処理

カッター工

鉄筋防錆材塗布

(
5
c
m
程

度
を

想
定

)

1
0
m
m
程

度

プライマー塗布

断面修復材

1
0
m
m
程

度

ひびわれ注入用インジェクター

注入材注入　

注入座金エポキシ樹脂にて接着

140 桁　長　25820 80 桁　長　25925 70 桁　長　25920 90 桁　長　25915 80 桁　長　25940 20

10 2480 20 2025980 25980 20 25980 20 25980 2598020 20 2480 10

側道橋橋長 135000

2
6
91
6
9

1
0
0

コンクリート表面被覆

150100

2
4
51
4
5

1
0
0

コンクリート表面被覆

150100

2

1

3



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

撤 去 図

＜支承取替工：側道橋＞

  2-PL 250x 22x 500(SS41)

  2-AncherBolt φ25x 100(SS41)1-N付

1箇所あたり

復 旧 図

※撤去材料

  2-L 100x100x 10x 600(SS400)

  6-TCB  M22x 70(S10T)

1箇所あたり

新設材料

   2-PL 250x 22x 500

☆ 2-AncherBolt D25x 480(SD345)

  1箇所あたり

※新設材料

☆ 2-NUT M24(SS400)

☆ 2-WASH M24(SS400)

7

ジャッキアップ補剛材設置

ジャッキアップ設置・ジャッキアップ

沓座モルタル撤去・下部工天端はつり アンカーボルト切断・撤去

支承プレート撤去(ガウジング)

コンクリート削孔

新設支承プレート設置(現場溶接)

新設アンカーボルト設置・エポキシ樹脂充填

無収縮モルタルにて復旧

支承アンカーボルト取替

沓座モルタル補修

ジャッキダウン・ジャッキアップ撤去

完了

アンカーボルト設置

   ガウジングにて撤去

施工フロー

N=4箇所 N=4箇所

補修詳細図(その6)

S=1:10 S=1:10
1

1

断 面 図
1 - 1

補修詳細図(その6)

5

至 徳島 至 牟岐

P1A1 A2P4P3P2

位 置 図

M M M M MF F F F F
FM FM

支承プレート詳細図 S=1:5

アンカーボルト詳細図 S=1:5

φ30x67長孔:可動沓

上沓

下沓

注 記
 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。
 2.製作及び施工に際しては、現場調査・実測のうえ確認・調整を行い実施のこと。
 3.☆印付部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。亜鉛の付着量は JIS H 8641 HDZ55とする。但しナット等は HDZ35とする。
 4.既設部材のボルト孔明けは、M22の場合はφ26.5孔とする。
 5.位置図に示す支承条件は側道橋の条件を示す．
 6.支承取替部の新設アンカーボルトは，旧アンカーボルト位置を避けて設置する．

12

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

790

7
4
8

590

100

5 95

4555

2
0

6
0
0

6
0

5
x
1
0
0
=
5
0
0

4
0

2
2

2
0

2
2

7
9
2

3
5
0

600

2
5
0

300

500

200

790

7
4
8

590

100

2
0

6
0
0

2
2

7
9
2

3
5
0

600

2
5
0

500

200

120

2
2

2
2

6
0

6
0

200 200

沓座モルタル撤去(t=22mm)

下部工天端はつり(t=20mm)※ アンカーボルト切断・撤去

ライナープレート

フラットジャッキ-FJ30

ジャッキベース200x250

※ 支承プレート   

無収縮モルタルにて復旧

※ 支承プレート

7
4
8

6
0
0

4
0

6
0

5
x
1
0
0
=
5
0
0

9010

14 100

6-φ26.5孔

2
2

4
2

4
2

桑
野

川

4
0
0
7
8
0
0
4
0
0

8
6
0
0

10
2480
20 2025980 25980 20 25980 20 25980 2598020 20

2480
10

橋 長 135000

支承：支承取替工 支承：支承取替工

2
5
0

6
5

1
8
5

500

450 50

50 450

6
5

1
8
5

削
孔

長
 
3
8
5

削孔径φ35

D25

1
0

定
着

長
 
3
7
5

4
2

ア
ン
カ

ー
ボ

ル
ト

長
 
4
8
0

ネ
ジ

切
長

 
7
5

M24

φ30孔:固定沓

エポキシ樹脂注入材

ワッシャ(M24)

1種ナット(M24)

2
5
0

6
5

1
8
5

500

450 50

50 450

6
5

1
8
5

φ30孔

2
2

4
1

6
3



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

補修詳細図(その7)

補修詳細図(その7)

6

P1A1 A2P4P3P2
：沓座モルタル打換工+支承防錆工+アンカーボルト防錆工

：支承防錆工+アンカーボルト防錆工

M M M M MF F F F F
FM FM

側道橋下り線 側道橋上り線

側道橋下り線 側道橋上り線

：アンカーボルト防錆工

側道橋下り線 側道橋上り線

<支承補修工：側道橋>

アンカーボルト防錆工
補修箇所：112箇所

t=20mm

A=0.085m2

樹脂充填

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．
3.位置図に示す支承条件は側道橋の条件を示す．

至 徳島 至 牟岐

12

支承防錆工 S=1:5

平 面 図

正 面 図 側 面 図

支承形状図
第2～6径間：N=36基

沓座モルタル打換工 S=1:5

平 面 図

正 面 図

支承形状図
N=26箇所

平 面 図

正 面 図 側 面 図

支承形状図
第1,7径間：N=8基

位 置 図

素地調整

下塗

中塗

下塗

上塗

塗装工程

RC-I

塗装系

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　　料　　名

140

170

240

240

 600

-

使用量
（g/m2）

1種

RC-I塗装系

塗装間隔

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

防食下地

A2-1橋台

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

2 -

A1橋台 2 -

補修箇所

別途計上

合計

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

2 2

2

- -

8 3

A1-1橋台 - -

A2橋台 - 1

沓座モルタル打換工

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

2 -

単位:基

1 -

2 1

2 2

1 2

- -

8 7

- -

- 2

別途計上

-

A2-1橋台

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

2 2

A1橋台 2 -

補修箇所

取替

合計

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

2 2

2

- 2

10 10

A1-1橋台 2 -

A2橋台 - 2

支承防錆工

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

2 2

単位:基

2 -

2 2

2 2

2 2

- 2

12 12

2 -

- 2

取替

2

A2-1橋台

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

4 4

A1橋台 4 4

補修箇所

4

合計

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

4 4

4

- 4

28 28

A1-1橋台 4 -

A2橋台 4 4

アンカーボルト防錆工

可動支承
 (MOVE)

固定支承
 (FIX)

単位:基

4

4

4 4

4 4

4

4 4

4

- 4

28 28

4 -

4 4

4

4

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

4
0
0
7
8
0
0
4
0
0

8
6
0
0

10
2480

20 2025980 25980 20 25980 20 25980 2598020 20
2480

10

橋 長 135000

側道橋下り線

側道橋上り線

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間 第6径間 第7径間

50 500 50

600

5
0

2
5
0

5
0

3
5
0

2
0
2
2

チッピング

無収縮モルタル

無収縮モルタル

50 500 50

600

2
5
0

6
5

1
8
5

500

450 50

50 450

6
5

1
8
5

2
2
2
2

500

2
2
2
2

250

1
5
0

7
5

7
5

400

7
5

7
5

2
2
2
2

400

2
2
2
2

150

ボルト保護キャップ

桑
野

川



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

無収縮モルタル

補修詳細図(その8)

7

L=4000 L=4000 L=4000 L=4000

L=4000 L=4000 L=4000 L=4000

L=4000 L=4000 L=4000 L=4000

補修詳細図(その8)

MFM FMMF MF MF MF F

2

2

1

1

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

至 徳島 至 牟岐

歩道部　L=1800
取合歩道部　L=1600

歩道部　L=2250
取合歩道部　L=2050

2-End PL  90x 6x 1990

撤去部材(ガス切断)：1箇所当たり

12

L=4000

止水対策工(別計上)

止水対策工

L=1900L=1900

※別計上

3

3

L=1990 L=1990

＜止水対策工(その1)：側道橋＞

A1 P1 P2 P3 P4 A2

平 面 図 S=1:300

３７３６３３ ３４３1 ３２

桑
野

川

A1-1 A2-1

側 面 図 S=1:300

A1 P1 P2 P3 P4 A2A1-1 A2-1

3 - 3

2 - 21 - 1

※1．接着面はプライマーを塗布すること

バックアップ材

シーリング材充填

※1．接着面はプライマーを塗布すること

バックアップ材

シーリング材充填

上り側、下り側共通

厚さ：10mm

延長：(150+140)mmx16箇所＝4640mm

厚さ：10mm

延長(歩道部)：1800(2250)mmx12箇所＝26100(27000)mm
延長(取合歩道部)：1600(2050)mmx4箇所＝6400(8200)mm

※1．接着面はプライマーを塗布すること

上り側、下り側共通

厚さ：10mm

延長：4000mmx8箇所＝32000mm

地覆目地補修図

シーリング材充填

S=1:5

地覆：止水対策工

断面図（上り）S=1:30

断面図（下り）S=1:30

下流側

上流側

S=1:20床版目地補修図

※
(　)内寸法は下り側を示す。

縦目地補修図 S=1:20

歩道部　L=1800(L=2250)
取合歩道部　L=1600(L=2050)

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

カバープレート撤去

はつり工

9
05
0

50

20

1
0

シーリング材充填

バックアップ材

伸縮装置：止水対策工

側歩道橋下り

側歩道橋上り

伸縮装置：止水対策工

伸縮装置：止水対策工

縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工

縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工

縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工 縦目地：止水対策工

10

2480

20 2025980 25980 20 25980 20 25980 2598020 20

2480

10

橋 長 135000

橋 長 135000

地覆：止水対策工

伸縮装置：止水対策工

伸縮装置：止水対策工

縦目地：止水対策工

本橋地覆本橋地覆

側道橋伸縮装置

はつり工はつり工

伸縮装置はつり

5
0

2
0

4
0
0

カバープレート撤去(ガス切断) カバープレート撤去(ガス切断)

1
5
0

2
2
5
0

2
0

3
0
0

8
0
0
0

3
0
0

2
0

1
8
0
0

1
5
0

8
7
0
0

550055005500

3
0
0
0

3
0
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

5500

5500

9
1
9
5

7
5
0
0

1
2
0
0

1
0

1010

1
0

1
5

150

1
4
0

150

2400

1800

1950

150

2250

1150

1150

400

400

2
2
0

2
2
0

側歩道橋下り

側歩道橋上り

伸縮装置：止水対策工



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

(変成シリコン系) (変成シリコン系)

50Ax300(CR)

50Ax300(CR)
50Ax300(CR)

タイプ-M(CR)

50Ax300(CR)

ガス切断

補修詳細図(その9)

S=1:10

S=1:10

補修詳細図(その9)

8

A

A

B

B

C C

新設部材：1箇所当たり

＜止水対策工(その2)：側道橋＞

A1 P1 P2 P3 P4 A2

施工位置

配 置 図

桑
野

川

断 面 図

<下流側>

(現場設置)

端部ジャバラ蓋詳細図 排水パイプ詳細図
止水ゴム両端部に設置

注記）

1.特記なき鋼材の材質は全てSUS304とする。

4.施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

  照合を行なうこと。

2.止水ゴムパッキンの導水用排水パイプの流末処理方法は桁およ

  び下部工に固定し、橋脚にかからないよう排出すること。

30-                スリーブ打込式アンカーボルト M12x160(1-UN,1-大型W付)

端部ジャバラ蓋

タイプ-M(CR)

端部ジャバラ蓋

タイプ-M(CR)

端部ジャバラ蓋

タイプ-M(CR)

端部ジャバラ蓋

タイプ-M(CR)

C - C

 2-PL 6x32x 375

 2-PL 6x32x1500

 2-PL 6x32x 225

 4-PL 12x50x 265

 4-PL 12x50x1380

 4-PL 12x50x 115

3.ハイパロン引き布の孔明けおよび主桁切り欠きは現場形状に合

  わせ現場加工すること。

5.乾式止水材の形状は,現地調査,移動量にて決定すること.

全6箇所

A1-1 A2-1

S=1:5

S=1:5排水パイプ継手部詳細図 

漏水防止材

(施工時に圧着)

[止水ゴム付属]

S=1:5
[YN型-160(特)] 1-止水ゴムパッキン YN型-160(特)x 375(CR)

 6-端部ジャバラ蓋 タイプ-M(CR)

 3-排水パイプ 50Ax 300(CR)[止水ゴム付]

 3-排水パイプ 50Ax2500(EPDM複合体)[導水用]

 3-排水パイプ継手管     50A用

 6-排水パイプ継手バンド 50A用

 6-排水パイプ固定金具   50A用

 3-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

 1-止水ゴムパッキン YN型-160(特)x1500(CR)

 1-止水ゴムパッキン YN型-160(特)x 225(CR)

S=1:5

M12x160
(1-UN,1-大型W付)

止水ゴムパッキン詳細図S=1:5
同等品

A - A B - B

[φ16孔]

(変成シリコン系)

孔明け後、コンクリート削孔

[φ16孔]

アンカーボルト

50A用(SUS304)

50A用(SUS304)

50A用(EPDM)

乾式止水材詳細図

ガス切断 ガス切断

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

2-End PL  200x 6x 2250

撤去部材(ガス切断)：1箇所当たり

新設部材：1箇所当たり

12

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

隙間部シーリング 隙間部シーリング

止水ゴムパッキン

排水パイプ

排水パイプ
排水パイプ

止水ゴムパッキン

止水ゴムパッキン

端部ジャバラ蓋

排水パイプ

乾式止水材 乾式止水材

乾式止水材乾式止水材

360 360

はつり

はつり

プレート撤去

1
5
0

1
5
0

2250150

1
7
0

1
4
7

1
4
7

φ60

3
0
0

2250150

2400

2
0

2
0
0

2
0
0

1
9
0

1
9
0

300275

2400

1400 300 125

265 115

1500

110

375 225

150 65 75 10x125=1250 75
35

50 905050

5
8

5
8

5050

10 10 1380 10 10

60 4065150

50

256510x125=125055

50

180

50 80 50

22 28

R3

9
6

5
0

4
0

6

6

14x30長孔

R40

190 190

200200

58

1
2

50

1
2

58

190 190

200200

20

20(設計値)20(設計値)

86

段差調整 PL 50x12

三角シーリング 24x20

止水ゴムパッキン

スラブプレート t=3.2

押え金具 FB 32x6

スリーブ打込式

排水パイプ継手管

排水パイプ継手バンド

排水パイプカフス

乾式止水材

5
0

20

10

1
0

5
0

止水層

挙動吸収層

プレート撤去はつり後無収縮モルタル充填

150150

プレート撤去はつり後無収縮モルタル充填

150150



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

(変成シリコン系) (変成シリコン系)

50Ax300(CR) 50Ax300(CR)

50Ax300(CR)

タイプ-M(CR)タイプ-M(CR) タイプ-M(CR)

(φ600程度)

タイプ-M(CR)

補修詳細図(その10)

S=1:10

S=1:10

補修詳細図(その10)

9

A

A

B

B

C C

新設部材：1箇所当たり

＜止水対策工(その3)：側道橋＞

5.乾式止水の形状は,現地調査,移動量にて決定すること.

断 面 図

全6箇所

A1 P1 P2 P3 P4 A2

施工位置

配 置 図

桑
野

川

<上流側>

排水パイプ

50Ax300(CR)

(現場設置)

端部ジャバラ蓋詳細図 排水パイプ詳細図

止水ゴム両端部に設置

C - C

18- スリーブ打込式アンカーボルト M12x160(1-UN,1-大型W付)

 2-PL 6x32x800

 4-PL 6x32x425

 4-PL 12x50x680

 8-PL 12x50x315

注記）

1.特記なき鋼材の材質は全てSUS304とする。

4.施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

  照合を行なうこと。

2.止水ゴムパッキンの導水用排水パイプの流末処理方法は桁およ

  び下部工に固定し、橋脚にかからないよう排出すること。

3.ハイパロン引き布の孔明けおよび主桁切り欠きは現場形状に合

  わせ現場加工すること。

A1-1 A2-1

S=1:5 S=1:5

S=1:5
同等品

A - A B - B

S=1:5

(変成シリコン系)

[φ16孔] 孔明け後、コンクリート削孔

[φ16孔]

アンカーボルト

50A用(SUS304)

50A用(EPDM)

乾式止水材詳細図

ガス切断 ガス切断

2-End PL  200x 6x 1800

撤去部材(ガス切断)：1箇所当たり

新設部材：1箇所当たり

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

S=1:5排水パイプ継手部詳細図 

 2-止水ゴムパッキン YN型-160(特)x425(CR)

 6-端部ジャバラ蓋 タイプ-M(CR)

 3-排水パイプ 50Ax 300(CR)[止水ゴム付]

 3-排水パイプ 50Ax2500(EPDM複合体)[導水用]

 3-排水パイプ継手管     50A用

 6-排水パイプ継手バンド 50A用

 6-排水パイプ固定金具   50A用

 3-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

 1-止水ゴムパッキン YN型-160(特)x800(CR)

漏水防止材

(施工時に圧着)

[止水ゴム付属]

止水ゴムパッキン詳細図
[YN型-160(特)]

M12x160

(1-UN,1-大型W付)

12

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事

隙間部シーリング 隙間部シーリング

排水パイプ

止水ゴムパッキン

排水パイプ

止水ゴムパッキン

排水パイプ

止水ゴムパッキン

端部ジャバラ蓋端部ジャバラ蓋 端部ジャバラ蓋

水道橋

端部ジャバラ蓋

乾式止水材 乾式止水材

乾式止水材 乾式止水材

360360

はつり

はつり

プレート撤去

1
5
0

1
5
0

1800 150

1
6
5

1
4
7

φ60

3
0
0

1800

1950

150

2
0

2
0
0

2
0
0

1
9
0

1
9
0

300325

1950

700 300 325

315 315

800

140

425

150 85 70 4x140=560 70
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

上フランジ添接部 S=1:10

腹板添接部 S=1:10

下フランジ添接部 S=1:10

上フランジ添接部 S=1:10

腹板添接部 S=1:10

下フランジ添接部 S=1:10

側歩道橋上り 側歩道橋下り

補修詳細図(その11)

補修詳細図(その11)

10

＜ボルト落下防止対策工：側道橋＞

至 徳島 至 牟岐

至 徳島 至 牟岐

28+48+24 100

28+48+24 100

28+48+24 100

28+48+24 100

400

平 面 図 S=1:500

383735 3633 3431 32

桑
野

川

H.W.L＝T.P+4.927M M M M MF F F F F

水管橋

(φ600程度)

A1 P1 P2 P3 P4 A2

側歩道橋下り

側歩道橋上り

側歩道橋下り側歩道橋上り

A1～P1

G1 28+42+28 98

G2 28+42+28 98

P4～A2

G1 28+42+28 98

G2 28+42+28 98

合　計 392

側 面 図 S=1:500

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．
3.高力ボルト落下防止キャップは河川敷架設部に限定して設置する．

12

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事
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ボルト落下防止工 N=28個 ボルト落下防止工 N=28個

ボルト落下防止工 N=42個

ボルト落下防止工 N=48個

ボルト落下防止工 N=28個 ボルト落下防止工 N=24個
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高力ボルト落下防止キャップ取付工

高力ボルト落下防止キャップ取付工

高力ボルト落下防止キャップ取付工



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

阿南那賀川線(富岡新橋)

図示

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

補修詳細図(その12)

補修詳細図(その12)

11

＜排水管取替工：本橋＞

P1A1 A2P4P3P2

平面図 S=1:500

支持金具取替工支持金具取替工

支持金具取替工支持金具取替工 支持金具取替工

注 記
1.施工にあたっては現場の調査計測を行い,寸法については必要に応じて変更のこと．
2.使用材料については,発注者と協議の上決定すること．

至 徳島 至 牟岐

12

G1

上流側
下流側

N=6箇所 N=3箇所

G3G1

下流側

1-Pipe 100A x 1500(SGP)

撤去部材(下流側)

1-Pipe 100A x 1500(VP)

新設部材(下流側)

2-FB 100 x 6 x 430

撤去部材(下流側)

1-FB 100 x 6 x 500
2-FB 100 x 6 x 430(SS400)

新設部材(下流側)

1-FB 100 x 6 x 500(SS400)

  (SUS304)

  (SUS304)

1 1 2 2

3

3

1-Pipe 100A x 1500(SGP)

撤去部材(上流側)

上流側

G3
1-Pipe 100A x 1700(VP)

新設部材(上流側)

下流側排水管補修図 S=1:20 上流側排水管補修図 S=1:20

撤 去 図 新 設 図 撤 去 図 新 設 図

1 - 1 2 - 2

S1S1

支持金具取替図 S=1:20

4-BN M12x35(2-W付き)

S1

N=5箇所

4-BN M12x35(2-W付き)(SUS304)

3 - 3

実施設計図面
Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）

阿南・宝田他 橋梁修繕工事
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

図示

上流側

CLC
L

下流側

（φ600程度）

S=1:100断 面 図

足場下端T.P.+5.431

H.W.L.=T.P.+4.927

施工時水位T.P.+1.629

桁端部

中間部

板張り防護工
剥離剤用養生シート工
ブラスト用養生シート

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工
ブラスト用養生シート

上流側

CLC
L

（φ600程度）

板張り防護工
剥離剤用養生シート工
ブラスト用養生シート

板張り防護工
剥離剤用養生シート工
ブラスト用養生シート

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工
ブラスト用養生シート

下流側

剥離剤用養生シート工
シート張り防護工
ブラスト用養生シート

足場下端T.P.+5.681

H.W.L.=T.P.+4.927

施工時水位T.P.+1.629

12

(富岡新橋)

側 面 図

平 面 図

NTT

38

37

35 3633 3431 32

(富岡新橋本橋)
S=1:300

至 徳島 至 牟岐

S=1:300

A1 P1 P2 P3 P4 A2

DL=T.P-10.000

H.W.L.=T.P.+4.927

施工時水位T.P.+1.629

F M F M F M F M F M

A1 P1 P2 P3 P4 A2

至 徳島 至 牟岐

凡例

吊足場

(敷板・シート設置)

足場設備解体工

後　片　付　け

伸縮装置取替工

ひびわれ補修工

本線橋面補修

断面修復工

本線床版桁下補修

部分塗替え塗装工
（支承防錆工含）

側道橋補修

足場設備組立て工

　　現地調査　　
作業ヤードの確保 

現況寸法調査

沓座モルタル打替工

断面修復工

施工計画図

施工計画図

12

A=9m2

A=11m2
A=154m2

A=259m2

A=12.7m2

A=51m2

A=51m2

A=51m2 A=13m2

A=8m2

A=9m2

A=158m2

止水対策工

支承取替工

沓座モルタル打替工

A=4.2m2

A=4.2m2

A=4.2m2

A=4.2m2

排水管補修工

当て板補修工(主桁)

カバープレート撤去

部材取替工(下横構)

阿南那賀川線(富岡新橋)

徳島県阿南県土整備事務

阿南市宝田町川原他

Ｒ８阿土 阿南那賀川線（富岡新橋）
阿南・宝田他 橋梁修繕工事

実施設計図面
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